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三興バルブホールディングス株式会社（本社：福岡県福岡市、代表者：長﨑 洋也）のグループ会社である株式

会社エフライズ（本社：福岡県福岡市、代表者：岡本 創一朗）は、宮若第 1 ・第 2 工場 （福岡県宮若市）にお

いて、廃棄物削減と資源循環の取り組みを定量的に評価する国際的な環境認証「Total Resource Use and 

Efficiency 認証（以下、ＴＲＵＥ認証）」を取得しました。本認証の取得は、日本の建設業界で初めてとなり

ます。エフライズでは、建設業界におけるサーキュラーエコノミー※2の実現に向けて、配管設備のモジュール

化※3を通じて、製造段階から資源循環に取り組むものづくりを推進しています。今回の認証取得は、こうした

取り組みを国際基準で客観的に証明し、建設業界におけるサーキュラーエコノミーの新たなモデルを示すもの

です。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■取得の背景・社会課題 
 

近年、ＥＳＧ調達やサステナビリティへの関心が高まり、多くの分野で資源循環への取り組みが求められてい

ます。しかし、配管設備分野では、資源循環型のものづくりはまだ十分に浸透していません。その背景には、

現場で加工・施工を行う工事が主流であるため、端材や手戻りによる廃棄物が構造的に発生しやすく、資源循

環を実践しにくいという課題があります。エフライズでは、この課題に対し、配管設備のモジュール化によっ

て加工を工場へ集約。資材を適正に管理することで端材の発生を抑えるとともに、金属・プラスチック・紙な

どの廃棄物も分別・再資源化しやすい仕組みを構築してきました。 

今回のＴＲＵＥ認証取得は、こうした資源循環に向けた取り組みを国際基準の第三 

者評価によって客観的に証明するものです。認証プロセスを通じて廃棄物データの 

計測・管理体制を整え、その成果を「数字」で示すことで、発注者や施工会社は環 

境への取り組みを客観的に示すことができ、ＥＳＧ開示やサプライチェーンにおけ 

る環境評価にも活用いただけます。 
 

■ＴＲＵＥ認証とは 
 

ＴＲＵＥ認証は、米国の U.S. Green Building Council® （USGBC®）が制度設計し、Green Business Certification 

Inc.™ （GBCI®）が審査を行う、施設のゼロ・ウェイストを評価する国際環境認証です。直近 12 か月に施設から

発生した廃棄物の 90％以上を埋立や焼却ではなく、再利用・リサイクル・堆肥化などによって資源として循環

させることに加え、廃棄物の削減や社員教育、サプライチェーンとの連携など、組織全体での取り組みが評価

されます。環境への取り組みを「数字」と「第三者認証」で証明できることがＴＲＵＥ認証の特徴です。

三興バルブグループのエフライズが 

国際的な環境認証「ＴＲＵＥ認証」を日本の建設業界で初めて※1取得 
～建設業界におけるサーキュラーエコノミーの実現に向けた取り組み～ 

ＴＲＵＥ認証取得工場（宮若第 1工場） 



 

ニュースソースとしてご活用いただければと存じます。 

お問い合わせやご取材の依頼もお待ちしております。 

【お問い合わせ先】 
三興バルブホールディングス株式会社  〒812-0032 福岡市博多区石城町 12-1(本社)  
経営企画部 広報担当：掃本 梨緒（ほきもと りお） 

E-mail：kikaku_kouhou@sankovalve.com 

携帯：070-8718-0521 FAX 番号：092-271-5683 

 三興バルブホールディングスＨＰ：https://sankovalve-holdings.co.jp/                

■今後の活用方法 
 

今後、エフライズはＴＲＵＥ認証取得工場である宮若第 1・第 2 工場で製作したすべてのモジュール製品に認

証ラベルを付与して提供する予定です。これにより施工会社や元請企業は、資源循環に配慮された製品を調達

していることを発注者や投資家へ客観的に示すことができます。 

 

■目指す未来  
 

私たちは、「建設に、新しい流れを。」をビジョンに掲げ、建設業界が抱える課題に向き合い、これまでの常識

にとらわれない発想で新しい価値を提案することで、業界のより良い未来をともに創るグループを目指してい

ます。 

私たちが描くのは、配管設備のモジュール製造を起点に、作る段階から資源循環に取り組むものづくりを建設

業界へ広げていく未来です。今回、設備分野の企業としていちはやくＴＲＵＥ認証を取得した意義は、自社の

環境対応にとどまらず、建設業界における資源循環を前に進める一助となることにあると考えています。今後

もこうした取り組みを積み重ね、業界の新たなスタンダードとして広げることで、サーキュラーエコノミーの

実現に貢献してまいります。 

 

【会社概要】 
 

三興バルブホールディングス株式会社 （所在地 福岡市博多区石城町 12-1）代表者：長﨑 洋也 

1947 年創業。創業より 79 年間、配管資材の供給を通じて建設現場を支えてきた商社としての基盤

に、設計・施工・製作までを担うエンジニアリング機能を加え、資材調達から現場対応まで一貫し

て担える体制を整えています。設計会社・自社工場（オフサイト生産・ＤＸ機器対応）・工事会社

をグループ内に擁し、建設現場のさまざまな課題にワンストップで対応できることを強みとして   

います。 

  

株式会社エフライズ（所在地 福岡市博多区石城町 12-1）代表者：岡本 創一朗 

2020 年創業。配管設備のモジュール化・プレファブ化を通じて、建設現場の省力化と生産性向上 

を支えるエンジニアリング会社です。敷地面積 16,500 ㎡の第 1・第 2 工場を運営し、最新の加工 

設備を活用したオフサイト製作により、図面製作から加工・施工までを一貫して提供しています。  

モジュール製作を通じて、建設業界の課題解決と持続可能な社会の実現に取り組んでいます。 

 

 

■取得の概要 
 

認証名称 ＴＲＵＥ（Total Resource Use and Efficiency）認証 
認証レベル Certified 
対象施設 株式会社エフライズ 宮若第 1・第 2 工場（福岡県宮若市） 
認証取得日 2026 年 5 月 27 日 
対象期間 2025 年 2 月～2026 年 1 月（申請対象期間） 
資源転換率 91.6%（埋立・焼却によらず再利用・リサイクル等で循環させた割合） 
審査機関 Green Business Certification Inc.™（GBCI®） 

 

※1 Woonerf 株式会社調べ。（2026 年 7 月時点） 

※2 製品や原材料を資源として循環させ続け、廃棄物の発生を最小限に抑えながら、持続可能な経済成長を目指す経済システム。 

※3 配管設備を工場であらかじめ組み立て、現場では設置・接続を行う工法。 
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※グループ事業会社 

エフライズの HP に遷移します。 
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